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東
教
育
財
団
の
平
成
三
十
年
度
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算
は
、
三
月
九

日
開
催
の
理
事
会
の
決
議
を
経
て
、

同
日
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
評

議
員
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
が
、

そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

  

国
に
お
い
て
大
幅
な
金
融
緩
和
が 

進
め
ら
れ
、
超
低
金
利
政
策
（
平
成

二
十
八
年
二
月
か
ら
マ
イ
ナ
ス
金
利

政
策
）
が
と
ら
れ
て
お
り
、
全
国
の

財
団
が
運
用
収
益
の
減
少
を
避
け
が

た
い
状
況
に
あ
る
。 

 
 

当
財
団
に
お
い
て
も
、
平
成
二
十 

 

九
年
度
の
運
用
収
益
が
平
成
二
十
八 

 

年
度
比
で
約
六
四
〇
万
円
の
減
と
な 

っ
た
の
で
、
平
成
二
十
九
年
度
助
成 

  

額
は
、平
成
二
十
八
年
度
助
成
額
か
ら

概
ね
三
割
を
減
じ
た
額
と
し
た
。 

  

国
で
は
長
引
く
経
済
不
況
を
克
服 

 

   

   

   

平
成
三
十
年
度
の
運
用
収
益
も
、
平 

成
二
十
九
年
度
比
で
さ
ら
に
三
〇
五
万 

円
の
減
と
な
る
の
で
、
そ
の
減
額
相
当 

額
を
特
定
の
助
成
事
業
の
助
成
額
で
調 

整
せ
ざ
る
を
得
な
い
。 

 

   

  

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

    

 

Ⅰ
 

助
成
事
業 

助
成
対
象

事
業 

① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

 

中
央
区
内
の
学
校
教
育
の
充
実
・ 

発
展
に
寄
与
し
、
且
つ
、
当
該
校
園 

の
独
自
性
や
特
色
を
持
つ
事
業 

② 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
社
会
教
育
や
生
涯
学 

 

習
の
充
実
・
発
展
に
寄
与
す
る
事
業 

③ 

③ 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

 
 
 
 

④ 
 
 

中
央
区
内
の
地
域
文
化
や
東
地
区 

⑤ 
 

五
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
振
興
に
寄 

 
 

 

与
す
る
事
業 

 

助
成
対
象

団
体 

① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

 

中
央
区
内
に
所
在
す
る
公
立
の
幼 

 
稚
園
、
小
学
校
及
び
中
学
校 

② 
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成 

社
会
教
育
や
生
涯
学
習
の
活
動
を 

 

行
う
社
会
教
育
団
体
及
び
生
涯
学
習 

団
体 

             

    

③ 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
を 

行
う
団
体 

            

   

助

成

限

度

額 

基
本
財
産
の
運
用
収
益
が
平
成
二 

十
九
年
度
に
比
し
三
〇
五
万
円
の
減 

と
な
る
の
で
、
学
校
教
育
事
業
助
成 

及
び
社
会
教
育
事
業
助
成
の
限
度
額 

で
所
要
の
減
額
調
整
を
行
っ
た
。 

   

（理事会会議風景） 

 

基
本
財
産
運
用
収
益
の
減
少 

  

 

  

平
成
三
十
年
度
事
業
計
画 
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東
教
育
財
団
だ
よ
り 

平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の
概
要



 

 
  

Ⅱ
 

広 

報 

啓 

発 

事 

業 
『
東
教
育
財
団
だ
よ
り
』
発
行
事
業 

財
団
の
事
業
と
大
阪
の
文
化
・
歴
史
を

紹
介
す
る
季
刊
誌
を
発
行
（
年
四
回
） 

 

 

● 

収 
 

入
（
経
常
収
益
計
） 

二
八
、
九
六
一
、
〇
〇
〇
円 

（
前
年
度
比 

▲
三
、
〇
四
九
、
〇
〇
〇
円
） 

● 

支 
 

出
（
経
常
費
用
計
） 

二
九
、
四
八
八
、
〇
〇
〇
円 

（
前
年
度
比 

▲
三
、
〇
八
〇
、
〇
〇
〇
円
） 

【
事
業
費
計
】 

一
九
、
六
四
一
、
〇
〇
〇
円 

（
前
年
度
比 

▲
二
、
〇
〇
二
、
〇
〇
〇
円
） 

【
管
理
費
計
】 九

、
八
四
七
、
〇
〇
〇
円 

（
前
年
度
比 

▲
一
、
〇
七
八
、
〇
〇
〇
円
） 

● 

差 
 

引
（
当
期
経
常
増
減
） 

▲ 

五
二
七
、
〇
〇
〇
円 

                    

 

  

  

平
成
二
十
九
年
度
に
助
成
し
た 

事
業
の
具
体
例
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

〇 

学
校
教
育
事
業
助
成 

《 

子
ど
も
文
楽
学
習
発
表 

》 

          

高
津
小
学
校
は
、
国
立
文
楽
劇
場
が

あ
る
中
央
区
の
高
津
地
区
に
あ
り
、
六

年
生
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の

教
材
と
し
て
文
楽
に
取
り
組
ん
で
い

る
。 

                        

             
 

        
 

 

  

五
年
生
の
三
学
期
か
ら
六
年
生
の
二

学
期
ま
で
の
十
か
月
間
、
文
楽
劇
場
の 

技
芸
員
か
ら
三
業
（
太
夫
・
三
味
線
・ 

人
形
遣
い
）
に
分
か
れ
て
指
導
を
受
け
、

文
楽
が
上
演
で
き
る
技
量
を
身
に
つ

け
、
十
一
月
二
十
六
日
（
日
）
に
発
表

会
を
行
っ
た
。
他
の
学
年
は
六
年
生
の

文
楽
練
習
の
様
子
を
見
学
し
、
発
表
会

で
文
楽
に
親
し
ん
だ
。 

ま
た
、
十
二
月
一
日
（
金
）
高
津
小

講
堂
で
開
催
さ
れ
た
大
阪
市
経
済
戦
略

局
主
催
の
「
高
津
小
学
校
子
ど
も
文
楽

―
伝
統
を
未
来
へ
―
」
で
は
「
二
人
三

番
叟
」
と
「
鬼
一
法
眼
三
略
巻
五
条
橋

の
段
」
を
披
露
し
た
。 

 
 
 
 

（
助
成
額
四
〇
万
円
） 

〇 

地
域
文
化
事
業
助
成 

《 

パ
ソ
コ
ン
お
絵
か
き
教
室
と 

 

も
の
作
り 

》 

 

大
阪
府
高
齢
者
大
学
校
で
は
、
幼
稚

園
（
玉
造
幼
・
中
大
江
幼
）
や
小
学
校

（
玉
造
小
・
中
大
江
小
・
南
大
江
小
）
か 

ら
依
頼
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
園
で

「
パ
ソ
コ
ン
お
絵
か
き
教
室
」
を
催
し

た
。 

 

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
学
習
と
も
の
作
り  

   

 
  

を
体
験
学
習
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
由
な

発
想
と
論
理
的
な
思
考
力
の
開
発
が
行

わ
れ
た
。 

 

            

 

（
助
成
額
一
二
万
円
） 

《 

中
央
区
成
人
の
日
記
念
の
つ
ど
い 

》 

一
月
八
日
（
月
・
祝
）
に
区
役
所
を 

は
じ
め
区
内
各
種
団
体
で
構
成
す
る
実 

                               

 

 

助
成
事
業
の
紹
介 

 

平
成
三
十
年
度
収
支
予
算 

 

 

「お絵かき教室生徒作品」 

 

（２） 



 

  
 

（３）  

行
委
員
会
が
「
成
人
の
日
記
念
の
つ
ど 

い
」
を
ヴ
ィ
ア
ー
レ
大
阪
で
開
催
し
、 

新
成
人
の
門
出
を
お
祝
い
す
る
と
と
も 

に
、
成
人
に
な
っ
た
自
覚
を
喚
起
し
た
。 

 

 

 

           

（
助
成
額
一
五
万
円
） 

 

《 

中
大
江
校
下
夏
祭
り
子
供
太
鼓 

》 

中
大
江
小
の
四
年
生
か
ら
六
年
生
ま

で
の
児
童
が
七
月
二
日
（
日
）
か
ら
十
日 

（
月
）
ま
で
の
間
太
鼓
の
練
習
を
行
い
、 

生
國
魂
夏
祭
り
当
日
（
七
月
十
一
日
・
十 

二
日
）、
地
域
の
子
ど
も
達
や
ボ
ラ
ン
テ 

 

       

  

ィ
ア
の
大
人
達
と
一
緒
に
太
鼓
の
音
と

掛
け
声
を
響
か
せ
な
が
ら
、
校
下
を
巡

行
し
た
。 

 

こ
れ
に
よ
り
、
世
代
を
超
え
た
新
旧

住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
中
大

江
校
下
の
文
化
継
承
が
図
ら
れ
た
。 

              

（
助
成
額
一
五
万
円
） 

〇 

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

《 

南
大
江
地
域
文
化
祭  

》 

南
大
江
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
は
、
十
二
月 

三
日
に
南
大
江
小
学
校
で
南
大
江
地
域 

 

           

 

               

  

の
文
化
祭
と
し
て
、
地
域
住
民
の
絵
画
・ 

書
道
・
写
真
・
陶
芸
・
手
芸
等
の
作
品 

展
、
並
び
に
、
舞
踊
・
器
楽
・
コ
ー
ラ 

ス
等
の
舞
台
発
表
会
を
開
催
し
、
同
校 

運
動
場
で
は
ド
リ
ー
ム
カ
ー
ニ
バ
ル
を 

催
し
た
。 

こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
り
、
地
域
住
民 

相
互
の
交
流
が
図
ら
れ
、
ふ
れ
あ
い
の 

  

あ
る
南
大
江
ま
ち
づ
く
り
が
推
進
さ
れ 

た
。 

  

          
（
助
成
額
一
五
万
円
） 

  
 

            

〇 

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

南
大
江
地
域
「
地
域
文
化
祭
」 

  

 
 

南
大
江
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
は
、
十
二
月 

  
            

   

           

 

  

 

《 

玉
造
敬
老
お
た
の
し
み
会 

》 

敬
老
の
日
（
九
月
十
八
日
〈
月
・
祝
〉）、 

玉
造
小
学
校
で
「
玉
造
敬
老
お
た
の
し 

み
会
」
を
開
催
し
、
七
十
歳
以
上
の
敬 

老
対
象
者
と
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚 

を
迎
え
た
夫
婦
を
招
い
て
お
祝
い
す
る 

と
と
も
に
、
出
席
年
長
者
間
の
交
流
を 

深
め
、
各
世
代
の
触
れ
合
い
と
地
域
コ 

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の
深
化
を
図
っ
た
。            

（
助
成
額
一
〇
万
円
） 

                

 

「
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
に
よ
る
音
楽
コ
ー
ナ
ー
風
景
」 



                             

  （４） 

       

作
家
司
馬
遼
太
郎
氏
が
、
大
阪
市  

か
ら
依
頼
を
受
け
、
外
国
人
向
け
に  

歴
史
面
か
ら
み
た
大
阪
を
書
き
下
ろ 

し
た
「
大
阪
の
原
形
」(

大
阪
都
市
協

会
・
昭
和
六
十
二
年)

に
次
の
よ
う
な 

一
節
が
あ
る
。 

          

「
私
は
よ
く
『
大
阪
の
伝
統
的
な   

市
民
精
神
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ 

と
で
す
か
』
と
き
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。 

 
 

『
政
府
に
頼
ら
ず
、
み
ず
か
ら
の    

手
で
や
る
こ
と
で
す
』
と
、
私
は
少
し 

  

調
味
料
を
利
か
せ
て
自
慢
す
る
。」 

    

   

 

司
馬
氏
は
、
そ
の
例
と
し
て
雅
亮
会 

を
あ
げ
る
。 

四
天
王
寺
は
、
仏
教
を
本
格
的
に
国   

家
の
宗
教
と
し
て
導
入
す
る
た
め
、
聖 

徳
太
子
が
推
古
元
（
五
九
三
）
年
に
建 

立
し
た
日
本
最
古
の
寺
で
あ
る
。 

四
天
王
寺
で
は
、
聖
徳
太
子
の
御
霊 

を
お
慰
め
す
る
法
会
で
あ
る
「
聖
霊
会
」 

（
し
ょ
う
り
ょ
う
え
）
が
古
く
か
ら
催
さ 

れ
て
き
た
。
「
聖
霊
会
舞
楽
大
法
要
」
で 

あ
り
、
兼
好
法
師
も
「
何
事
も
辺
土
は 

賤
く
、
か
た
く
な
な
れ
ど
も
、
天
王
寺 

（
注
＝
四
天
王
寺
）
の
舞
楽
の
み
、
都
に 

恥
ず
」
（
『
徒
然
草
』
第
二
百
二
十
段
） 

と
褒
め
て
い
る
。
古
く
は
旧
暦
の
二
月 

二
十
二
日
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
新
暦 

に
な
っ
て
か
ら
は
四
月
二
十
二
日
に
行 

わ
れ
る
。 

こ
の
「
四
天
王
寺
舞
楽
」
は
、
現
在 

も
「
雅
亮
会
」
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て 

お
り
、
住
吉
大
社
の
「
御
田
植
神
事
」 

と
並
ん
で
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
も 

指
定
さ
れ
て
い
る
。 

明
治
維
新
ま
で
の
四
天
王
寺
は
、
領 

地
を
持
っ
て
い
た
か
ら
領
主
と
し
て
の 

経
済
力
で
舞
人
や
楽
人
を
養
う
こ
と
が 

で
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
維
新
で
領
地
を 

取
り
上
げ
ら
れ
、
信
者
の
寄
進
以
外
の 

       

   

 収
入
が
な
く
な
り
、
か
れ
ら
を
抱
え
て

い
け
な
く
な
り
、
明
治
三
年
以
降
聖
霊

会
舞
楽
大
法
要
は
途
絶
え
て
し
ま
う
。 

             

聖
霊
会
の
復
興
に
立
ち
上
が
っ
た
の 

は
、
政
治
家
や
役
人
、
あ
る
い
は
学
者 

で
は
な
く
、
大
阪
の
ま
ち
の
人
々
で
あ 

り
、
浄
土
真
宗
の
宗
主
が
後
援
し
た
。 

 

明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
、
ま
ち 

の
人
々
は
自
ら
の
経
費
と
努
力
に
よ
っ 

 
 

 
て
四
天
王
寺
舞
楽
を
再
興
す
る
。
浄
土 

真
宗
が
後
援
し
た
の
は
、
親
鸞
が
聖
徳 

太
子
を
「
和
国
の
教
主
」
と
し
て
特
別 

な
尊
敬
を
寄
せ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、 

雅
亮
会
の
「
雅
亮
」
も
親
鸞
聖
人
の
讃 

                        

   

 弥
陀
偈
和
讃
の
一
つ
か
ら
と
ら
れ
た
言 

葉
で
あ
り
、
「
た
だ
し
く
さ
え
わ
た
る
」 

の
意
で
あ
る
。 

雅
亮
会
は
、
明
治
・
大
正
を
通
じ
て 

天
王
寺
楽
所
の
伝
統
を
よ
く
継
承
し
、 

四
天
王
寺
と
協
力
し
、
聖
霊
会
舞
楽
大 

法
要
を
欠
か
さ
ず
執
行
し
た
。
第
二
次 

世
界
大
戦
で
は
、
多
く
の
メ
ン
バ
ー
を 

戦
場
で
失
い
、
ま
た
、
戦
火
に
よ
っ
て 

楽
器
や
装
束
の
多
く
を
焼
失
し
た
が
、 

四
天
王
寺
舞
楽
の
伝
統
を
守
り
、
心
か 

ら
雅
楽
を
愛
好
す
る
人
々
の
努
力
に
よ 

っ
て
、
会
員
の
数
も
次
第
に
増
加
し
、 

現
在
で
は
百
四
十
名
を
超
え
る
メ
ン
バ 

ー
が
日
々
研
鑽
に
励
ん
で
お
り
、
百
三 

十
年
に
わ
た
っ
て
今
な
お
続
け
ら
れ
て 

い
る
の
で
あ
る
。 

四
天
王
寺
舞
楽
の
は
じ
め
の
千
年
は
、 

こ
の
寺
の
封
建
的
経
済
力
に
よ
っ
て
保 

存
さ
れ
て
き
た
。
あ
と
の
百
年
余
は
、 

市
民
（
町
人
）
の
手
に
よ
っ
て
続
け
ら 

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

（
槇 

野  

勝
・
記
） 

 
 

 
 

 
大
阪
の
町
人
魂 

― 
雅 が 

亮
り
ょ
う 

会 か
い 

― 「大阪の原形」司馬遼太郎 著 

日本語原文（写真左）と英訳文（写真右）が併載 

されている 

 

＊
こ
の
コ
ラ
ム
欄
へ
の
投
稿
を
募
り
ま
す
。 

テ
ー
マ
は
「
お
お
さ
か
」
で
す
。
一
五
〇
〇
字

程
度
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

（聖霊会舞楽大法要風景） 

 


